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1．はじめに
　東地中海周辺地域では、紀元前 1200 年頃になる
と、様々な地域において破局的な状況が発生したこと
が知られている。具体的には、いわゆる「ミケーネ文
明」における宮殿の崩壊1）、ヒッタイトの滅亡、ウガ
リトの壊滅、エジプトの衰退などが挙げられる。こう
した後期青銅器時代の終焉とその後に続く鉄器時代へ
の移行をめぐる問題は、古代史の中でも最も活発に議
論されているテーマの一つである。また、この時期の
情勢を語るうえで欠かせない存在として研究者の注目
を集めてきたのが、いわゆる「海の民」である。「海
の民」は、古くから東地中海周辺地域の「崩壊」を引
き起こした存在として重視されてきた。そして、当時
の東地中海周辺地域でみられる新たな文化的要素の発
生を説明する際にも、「海の民」の影響が想定される
ことが多かった。現在でも「海の民」という存在自体
や、「海の民」が関連するとされる現象について活発
に議論が行われている。以上のような当該期における
東地中海周辺地域情勢に対する関心の高さは、2000

年代になってから数多くの論集が出版されてきたこと
に も 表 れ て い る（Bachhuber and Roberts eds. 
2009; Harrison ed. 2009; Venturi ed. 2010; 
Karageorghis and Kouka eds. 2011; Killebrew and 
Lehmann eds. 2013; Yener ed. 2013; Stampolidis 
et al. eds. 2015; Cunningham and Driessen eds. 
2017; Fischer and Bürge eds. 2017; Driessen ed. 
2018; Niesiołowski-Spanò and Węcowski eds. 
2018; Maeir et al. eds. 2019; de Martino and 
Devecchi eds. 2020; Middleton ed. 2020; Gehler et 
al. eds. 2022; Jung and Kardamaki eds. 2022; 
Bürge and Fischer eds. 2023）。
　こうした研究成果を踏まえ、E. クライン（Cline）
は『1177 B.C.: The Year Civilization Collapsed』
において、様々な要因が絡み合った結果として「シス
テム崩壊」（Systemic collapse）が発生したことに
より「後期青銅器時代の崩壊」が起きたと説明した

（Cline 2014）2）。この書籍は研究者・一般読者問わず
に大きな影響を与え、議論をさらに活発化させること
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になったといえよう。
　本邦においても当該期への関心が高まっている。
2022 年に刊行された学術雑誌『古代文化』第 73 巻第
4 号及び第 74 巻第 1 号では、東地中海周辺地域にお
ける青銅器・鉄器時代移行期に関する特集が掲載され
た。また、一般書として山川出版社から『帝国の崩
壊』が出版され、後期青銅器時代の終焉に関わるエジ
プト、ギリシャ、アナトリアの例が論じられている

（大村 2022; 近藤 2022; 土居 2022）。
　近年の研究の進展によって、「後期青銅器時代から
鉄器時代への移行期の東地中海周辺地域では様々な文
明が劇的に『崩壊』し、その過程で『海の民』が大き
な影響を及ぼした」とする古典的なパラダイムでは説
明しきれない複雑な様相が明らかになってきている。
一方で、現在でもこのパラダイムに基づいて当時の状
況が語られるケースがしばしばあり（e.g. Stiebing 
and Helft 2023: 319; Winter 2023: 6）、これは本邦で
も同様である3）。また、高等学校学習指導要領の改訂
によって令和 5 年度から新たに使用されている「世界
史探究」の教科書においても、引き続きこうした歴史
記述が見られ、当時の社会が劇的に変化した旨が語ら
れている4）。
　このような古典的なパラダイムを維持することの問
題として、当時の状況を示す証拠についての解釈の幅
を狭めてしまう点が挙げられる。近年明らかになって
きている複雑な状況や、年々増加する新資料について
の理解を進めていくためには、古くからのパラダイム
を乗り越え、アップデートする必要があると考える。
そこで本稿では、近年の研究成果のレビューを通し
て、東地中海周辺地域における後期青銅器時代から鉄
器時代への移行期の情勢が従来のパラダイムでは説明
できない複雑な状況を呈していることを改めて示した
い。
　そのために、本稿では「崩壊」と「海の民」のキー
ワードを切り口として論を進めていく。対象地域はギ
リシャやクレタ島といったエーゲ海周辺地域、アナト
リア、キプロス島、レヴァント地域、エジプトとし、
扱う時期は紀元前 1200〜1100 年頃の約 100 年間とす
る（図 1、2）。また、本稿で扱うテーマについては毎
年膨大な研究成果が発表されているため、紙面の都合
上そのすべてを扱うことはできない。そのため、本稿
では 2010 年代以降の研究を主に取り上げていくこと
とする5）。
　本稿の構成は次の通りである。まず、第 2 章で「崩
壊」の要因や「崩壊」に関する考古学的証拠の解釈を
めぐる議論についてみていく。第 3 章では「崩壊」とい
う文脈では語りきれなくなっている状況について確認
し、継続性（continuity）、変容（transformation）、
レジリエンス（resilience）に着目した各地の状況に

ついて概観する。第 4 章においては「海の民」につい
ての近年の議論をまとめ、定説のように語られる古代
エジプト語史料の解釈についての問題点も指摘する。
第 5 章では「海の民」の存在をもとに語られがちな

「ペリシテ文化」（Philistine culture）に注目し、その
成立背景を特定の地域からの移民に求めることが難し
くなってきていることを示す。最後に、第 6 章におい
て上記の内容をまとめ、今後の課題と展望を示したい。

2．「崩壊」の諸相
（1）「崩壊」の諸要因に関する議論
　後期青銅器時代の崩壊をめぐっては、これまで多様
な要因が想定されてきた。そして、それぞれの要因に
ついても様々な評価がなされている。これらについ
て、便宜的に気候変動、地震、紛争と内乱、ネット
ワークの瓦解、その他の項目に分け、近年の議論をま
とめていく。

気候変動
　「崩壊」の要因に関する議論の中で、近年特に重要
視されているのが気候変動である。この時期に乾燥化
の度合いが強まっていたことを示す証拠が各地で見つ
かっており、特に D. カニエフスキ（Kaniewski）ら
による研究成果が広く参照されている（Kaniewski 
et al. 2013; Kaniewski and Van Campo 2017; 
Kaniewski et al. 2019）。また、最近でも、木の年輪
幅と安定同位体比の分析によって、紀元前 1198〜1196
年にかけてアナトリアで極めて厳しい旱魃が起きてい
たことを裏付けるとする結果が出た（Manning et al. 
2023）。後述するような紛争や内乱、人の移動といっ
た人為的な要因についても、そもそも気候変動がなけ
れば起こらないとする環境決定論的な見解もしばしば
見られる（Langgut et al. 2013; Cline 2023）6）。
　一方で、「崩壊」の要因として気候変動を重視する
考え方や、そもそも東地中海周辺地域全体に深刻な影
響を及ぼすような気候変動があり得たのか疑問視する
立場もある。例えば、ギリシャのピュロス（Pylos）
遺跡の宮殿の崩壊に関しては、気候変動を主要因とす
る見解に疑問を投げかける研究成果が出ている

（Finné et al. 2017）。宮殿から隔たった地域では破局
的な状況がみられないことから、ギリシャにおける
気候変動の影響は考えにくいという指摘もある

（Middleton 2022）。また、エジプトやウガリトによ
るヒッタイトへの穀物輸送の記録は、深刻な気候変動
によってアナトリアで不作が発生したことを示す証拠
とされる場合もあるが、アナトリアでの穀物危機は気
候変動ではなく輸送ルートの断絶に原因があるとする
研究者もいる（Bryce 2005: 341）7）。そして、気候変
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動の影響が東地中海周辺地域の全域で生じたと結論づ
けるには、まだ証拠が少ないということも指摘されて
いる（Middleton 2022: 187）。東地中海周辺地域のど
の範囲で、どの点において、どの程度気候変動の影響
があったのかについては、引き続き検討が必要とされ
るだろう。

地震
　地震も「崩壊」をもたらした要因の一つとしてみな
されることが多く、当時の東地中海周辺地域では様々
な場所で地震による破壊が起きたと言及されてきた

（Nur and Cline 2000）。特にギリシャにおける宮殿
の崩壊については地震の影響が重視される傾向にあ
り、 例 え ば、 ミ ケ ー ネ（Mycenae）、 テ ィ リ ン ス

（Tyrins）、ミデア（Midea）などといった遺跡で、

その影響が指摘されている（Raphael and Agnon 
2018; Adrymi-Sismani 2020）。
　しかし、地震要因説についても見直しの動きが進んで
いる。特筆すべきは、近年立ち上がった「HERACLES
プロジェクト」である。このプロジェクトでは、ギリ
シャのアルゴス（Argos）平野の遺跡が対象とされ、
地質学的な分析、数理モデルによる解析、そして建築
技術の観察から再検証が行われている。これによって、
地震が宮殿の「崩壊」を導いたとする見解に見直しを
迫る成果や、地震の影響について疑問視する見解が発
表されている（Hinzen et al. 2018; Hinojosa-Prieto 
2020）。また、ティリンス遺跡では、地震によって祭
壇から落ちたとされる土偶が報告されているが、これ
についてもモデリングによる再検証が行われ、地震に
よる落下の可能性は低いということが指摘されている

図 1　本稿で言及する遺跡
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（Hinzen et al. 2015）。建築物の倒壊の理由としては
地震以外にも単に施工不良であったということも十分
に想定される（Hinzen et al. 2018; Maran 2022b）。

紛争と内乱
　紛争や内乱によって破壊されたと想定される遺跡も
東地中海周辺地域の一帯で存在しており、例えばギリ
シャで はピ ュロス、アナトリアで はヒサ ル ル ク

（Hisarlık）やクシャックル（Kuşaklı）、キプロス島で
はマア・パレオカストロ（Maa-Palaeokastro）やピ
ラ・コッキノクレモス（Pyla-Kokkinokremos）、レ
ヴァント地域ではラス・シャムラ（Ras Shamra）や
テ ル・ カ ゼ ル（Tell Kazel） な ど が 挙 げ ら れ る

（Driessen et al. 2023; Millek 2023）。
　紛争を引き起こした存在として最も多く言及されて
きたのが、いわゆる「海の民」である。エジプトのテー
ベ（Thebes）西岸に建てられた、第 20 王朝の王であ
るラメセス 3 世の葬祭殿メディネト・ハブ（Medinet 
Habu）の壁面レリーフの図像及びテキストなどを根
拠に、これまで様々な破壊の痕跡が「海の民」による
ものだと想定されてきて、現在でもそういった見解が
示されている（Kaniewski et al. 2011; Kahn 2018: 
184）。
　しかし、実際に「海の民」によって壊滅に追い込ま
れたとされる遺跡や彼らとの戦闘の痕跡を考古学的に

特定することは困難である。例えば、エジプトのデル
タ地域東部に位置するテル・エル＝ボルグ（Tell el-
Borg）遺跡の発掘調査では破壊の痕跡が検出されて
おり、それが「海の民」の侵入を示す可能性があると
指摘されている（Hoffmeier 2018）。だが、その根拠
となるのは、破壊の痕跡がラメセス 3 世の治世に年代
づけられるという点と遺跡の立地のみで、この破壊を
もたらした存在を特定するには不十分だといえる。ま
た、具体的には後述するが、メディネト・ハブのレ
リーフの記述の信ぴょう性にも疑問が呈されるように
なっている。このレリーフには、ハッティ（Hatti）、
コーデ（Qode）、カルケミシュ（Karkemish）、アル
ザワ（Arzawa）、アラシヤ（Alashiya）といった名
称8）が列挙され、これらが「海の民」によって「切り
取られた」旨が記述されている（河合 2021: 210-
211）。しかし、発掘調査の成果から、この状況には疑
問符がつくようになってきている。例えば、ボアズ
キョイでの調査から、当時のヒッタイトの都は何者か
による破壊を受ける前に放棄されていたと推測されて
いるし、カルケミシュも実際には破壊されていなかっ
たことが明らかになっている（Middleton 2022）。
　また、「海の民」に限らず、地域によっては特定の
人々との紛争の可能性についても言及されている。
ヒッタイトに対する脅威については、カシュカ

（Kaska）やフリュギア（Phrygia）が言及されるこ

図 2　 東地中海周辺地域の編年（Hornung et al. 2006; Stockhammer 2022; 津本 2023 をもとに
作成。LH＝Late Helladic、LM＝Late Minoan、LC＝Late Cypriot、LB＝Late Bronze）
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と も あ る（Middleton 2017a: 172-174）。 ま た、 レ
ヴァント地域南部ではハビル（Habiru）と呼ばれる
人々9）が攻撃をしかけた可能性も指摘されている

（Langgut et al. 2013: 166-167）。
　以上は、国家・都市・町などに対して、その外部の
勢力が攻め入ったと推定されるケースだが、これに対
し、反乱や内乱などといった内部で起きたとするケー
スも想定されている。このケースについて特に言及さ
れているのがギリシャで、ミケーネ及びティリンスと
ピュロスとの抗争、そして支配者に対するエリートの
離反・反乱などが想定されている（Phialon 2020; 
Maran 2022b）。

ネットワークの瓦解
　後期青銅器時代の東地中海周辺地域では発達した
ネットワークが形成され、相互依存が高まっていた。
そのため、この交易網が瓦解し、金属などの原材料が
入手できなくなったことが「崩壊」を招く要因になっ
たとされることが多い（Cline 2014, 2021; Franzmeier 
2022）。最近では、モデリングによって当時の政治
的・経済的ネットワークの「崩壊」が検証されている

（Linkov et al. 2024）。
　とはいえ、交易が全くなくなっていたわけではない
ことを示す証拠も、近年多く発見されるようになって
いる。例えば、ギリシャのペラティ（Perati）遺跡の
墓地では、LH IIIC 期に年代づけられる複数の墓から
外来製品が多く出土しており（Murray 2018）、交易
網が維持されていた根拠としてしばしば言及される

（Nakassis 2022; Millek 2023）。また、ギリシャのイ
リア岬（Point Iria）やアナトリアのゲリドンヤ岬

（Cape Gelidonya）の沈没船も、この時期の交易の
存在を裏付けるといえる（Berg 2019）。キプロス島
ではこの時期のレヴァント地域やエジプトに由来する
アンフォラも出土しており、「崩壊」の前後で流通が
続いていたとされる（Pedrazzi 2022; Bürge 2023）。
先述の通り、金属の流通減は「崩壊」の要因として大
きく取り上げられているが、キプロス島における銅の
生産はこの時期も行われており、サルデーニャ島にま
で も た ら さ れ て い る こ と も 明 ら か に な っ た

（Kassianidou 2013, 2023）。
　以上のような状況から、ネットワークの瓦解が国家
の「崩壊」に寄与したとする説に対して疑問を投げか
ける意見もある（Millek 2023: 283-284）。ただし、
ネットワークにも、政体の維持に関わるものや、権力
とは無縁の人々の生活に関わるものなど、様々な要素
や規模がある。こうした要素間の影響について検討し
ていくことも必要とされるのではないだろうか。

その他
　上記以外にも、様々な要因が検討されている。例え
ば疫病の発生も想定でき（Middleton 2016; Wiener 
2017: 47-48）、ギリシャやヒッタイトについてはその
影響があった可能性が示唆されている（Walløe 
1999; Norrie 2016; Bryce 2019; Alušík 2022）。ただ
し、疫病に関しては、どの程度の人口に影響を及ぼす
ものだったのか検討する必要があるだろう。また、ギ
リシャでは、大規模な建築活動による経済的な負荷を
考慮に入れる研究がある一方で（Maran 2022b）、そ
の影響は少なかったと指摘する研究成果もある

（Boswinkel 2021）。そして、ヒッタイトやエジプト
については、支配領域の過拡張に要因が求められるこ
ともある（Bryce 2019; Franzmeier 2022）。

（2）破壊 / 壊滅に関する研究
　後期青銅器時代の崩壊を裏付ける考古学的証拠とし
て最も重視されてきたといえるのが、様々な遺跡で確
認される破壊や壊滅の痕跡である。破壊された / 壊滅
したと考えられる遺跡の分布図がしばしば示されるこ
とからも、後期青銅器時代の終焉を考えるうえで、こ
の点が大きなウェイトを占めていることがわかる

（e.g. Cline 2021: fig. 1）。
　先に見てきた通り、遺跡に残された破壊や壊滅の痕
跡は、紛争や災害といったものにその要因が求められ
てきた。しかし、こうした要因以外にも、儀礼的な意
図をもって破壊するいわゆる終結儀礼（termination 
ritual）の存在も指摘されている。これは、もともと
メソアメリカなどで知られており、近年ではギリシャ
のディミニ（Dimini）遺跡やレヴァント地域南部の
ハツォル（Hazor）遺跡において、その可能性につい
て言及されている（Zuckerman 2007; Millek 2023: 
136）。このように、破壊や壊滅の要因については新た
な解釈の余地もある。
　また、どのような考古学的証拠をもって遺跡が破壊
された / 壊滅したと認定するかについては、大きな課
題として残っている。この課題について、近年 I. ク
ライマーマン（Kreimerman）が後期青銅器時代を対
象にして整理を行なっている（Kreimerman 2017）。
また、これまで紀元前 1200 年頃に破壊された / 壊滅
したとされてきた遺跡について、その解釈の妥当性を
検証する研究も進んでいる。J. ミレク（Millek）によ
る仕事が顕著で、彼は東地中海周辺地域の遺跡を包括
的に扱い、再検討を進めてきた（Millek 2017, 2018a, 
2018b, 2019a, 2019b, 2020）。 こ の 一 連 の 研 究 の 結
果、遺跡が壊滅した年代が紀元前 1200 年とはかけ離
れている場合や、そもそも破壊された / 壊滅したとは
判断できない遺跡が多いことが指摘された（Millek 
2023）。ミレクの判断基準が厳しいとする意見もある
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が（e.g. Fischer 2017: 191）、この時期の破局的なイ
メージに見直しを迫る重要な成果だといえるだろう。

3．継続性、変容、レジリエンス
（1）近年行われている新たな議論
　紀元前 12 世紀になると、ギリシャ、アナトリア、
レヴァント地域においては、それまで力をもっていた
国家の支配領域において権力が分散化していく

（Killebrew 2014）。アナトリアやレヴァント地域では
時代区分上、多くの地域や遺跡で鉄器時代へと移行し
ていく10）。この時期は、大国崩壊後の考古・文字資料
が乏しい暗黒期だと長らくみなされてきた。しかし、
研究の進展によって「崩壊」という文脈では語れな
い、継続性や変容といった側面に注目した研究が増え
てきている。2010 年頃からは様々な論集が組まれ、
現在も活発に議論が行われている（Bachhuber and 
Roberts eds. 2009; Venturi ed. 2010; Galil et al. 
eds. 2012; Niesiołowski-Spanò and Węcowski 
eds. 2018; de Martino and Devecchi eds. 2020; 
Middleton ed. 2020）。
　また、困難や脅威に対する適応力、耐久力、復元力
といった力を意味するレジリエンスという概念にも注
目されるようになっている（小野塚 2022）。人間社会
の分析で用いられるレジリエンスの概念は、1970 年
代から生態学の分野で発展してきた「生態学的」レジ
リエンス（阿部・ゲルゲイ 2022）の研究に基づいて
おり、2000 年代に入ると古代社会の研究にも適用さ
れはじめる（Middleton 2017b）。その流れの中で、
東地中海周辺地域における後期青銅器時代末から鉄器
時代へ移行する時期を対象とした研究成果も、徐々に
発表されるようになってきている（Kemp and Cline 
2022; Newhard and Cline 2022）11）。
　レジリエンスに関する研究では、C. ホリング

（Holling）と L. ガンダーソン（Gunderson）が提唱
した「適応サイクル（adaptive cycle）」がしばしば
参照される（Holling and Gunderson 2002）。「適応
サイクル」では、「資源の搾取（exploit）→保全

（conservation） → 解 放（release） → 再 構 成
（reorganization）」の四つの段階を図式化したモデ
ルが示される12）。ただし、こうした研究で活用される
レジリエンスの概念は生態学に端を発していることか
ら、人間社会に単純に当てはめることが難しいという
弱 点 が 指 摘 さ れ て い る（d'Alfonso 2023; Winter 
2023）。この点を受け、L. ダルフォンソ（d'Alfonso）
は、ヒッタイトの影響下にあった各地域がヒッタイト
の「崩壊」後に示す対応に注目し、実際には上述の

「適応サイクル」の「解放」段階において、地域に
よって従来のモデルでは表せない多様な結果がみられ

ることを論証している（d'Alfonso 2023）。

（2）各地域の様相
　ここでは、「崩壊」という文脈では語れない状況を
示す事例について、地域ごとに簡単に取り上げていく。

エーゲ海周辺地域
　ギリシャでは LH IIIB 期末に宮殿が「崩壊」に至
り、線文字 B も使われなくなることが知られてい
る。しかし、ミケーネ土器やミケーネ土偶といった製
品は宮殿崩壊後も継続して生産されていた（髙橋 
2022）。宮殿崩壊後に再建活動の痕跡が見られる遺跡
もあり、例えばティリンス遺跡では、LH IIIC 期にお
いてもアクロポリスの外側に都市的な景観が広がって
いた（Maran 2016）。また、この時期には軍事色の強
いエリート層が各地に生まれることが知られ、ミケー
ネ土器に軍事的なシーンを表す図像が多くなること
も、それを裏付けるとされている（Bettelli 2015）。
そして、アッティカ、エウボイア、ペロポネソス半島
北西部、エーゲ海島嶼部など、宮殿から離れていた地
域では、この時期にむしろ発展がみられることがわ
か っ て い る（Eder and Lemos 2020; Middleton 
2022; 土居 2022）。
　また、クレタ島では、ハニア（Chania）などで継
続した活動が見られる（Driessen and Gaignerot-
Driessen 2023）。一方で、LM IIIB 期末からは高地に
いわゆる防御型集落（defensible settlement）が形
成され、特徴的な適応を示す例として知られている

（Nowicki 2018; Iacono et al. 2022）。

キプロス島
　キプロス島では、実際に壊滅して放棄された遺跡も
ある一方で、例えばパレパフォス（Palaepahos）な
どの遺跡が位置する西部のパフォス地区のように、
LC IIIA 期以降も文化的に継続が見られ、むしろ発展
したといえる様相も確認されている（Georgiou 
2017; Iacovou 2023）。南部のハラ・スルタン・テッ
ケ（Hala Sultan Tekke）遺跡では、紀元前 12 世紀
の中頃の放棄までは活動が継続し（Fischer 2017）、
キティオン（Kition）遺跡も放棄されずに活動が続く

（Meyer and Knapp 2021）。
　前章で述べた通り、金属の生産・輸出や土器のやり
取りも継続して行われていたことが近年の研究からわ
か っ て い る（Kassianidou 2013, 2023）。 ま た、LC 
IIC 期から LC IIIA 期にかけて、伝統的なキプロス島
の土器が減る一方でエーゲ海周辺地域に起源をもつ土
器 の 生 産 が 増 え る こ と が 知 ら れ て お り（Bürge 
2023）、これはエーゲ海周辺地域から人が移住してき
た結果だと解釈されることが多い。そして、線文字 B
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などとは異なり、キプロス・ミノア文字（Cypro-
Minoan）の利用も続いていた（Duhoux 2012: 74; 
Davis 2018）。

アナトリア
　この時期はかつて暗黒期とみなされていたが、初期
鉄器時代の痕跡が多く発見されるようになっている。
ボアズキョイ（Boğazköy）遺跡では、シュッピルリ
ウマ 2 世の治世の放棄後の状況について、近年動物考
古学の観点からの研究が行われている（Adcock 
2022）。東部のアルスランテペ（Arslantepe）遺跡に
おいては、部分的な破壊の痕跡は見られつつ、居住域
での活動は継続するとされる。西部のリマン・テペ

（Liman Tepe）遺跡においても断絶なく活動が続く
（Mangaloğlu-Votruba 2014）。
　また、紀元前 12 世紀に入るといわゆる後期ヒッタ
イト時代となっていくが、ヒッタイト王家の系統をひ
く「 残 存 国 家 」 が 存 在 し て い た と さ れ て い る

（Harrison 2009: 187）。例えば、カルケミシュでは
ヒッタイト王家とのつながりを示す支配者が存在して
いたことがわかっている（Weeden 2013）。なお、楔
形文字で記述するヒッタイト語は残されなくなるもの
の、ルウィ語象形文字を使った文書や宗教に関わる要
素はヒッタイトの「崩壊」後も残っていた（Simon 
2020）。

レヴァント地域
　アムーク（Amuq）平原で見つかっている遺跡で
は、新たな発見が相次いでいる。特に、鉄器時代にか
けて新たな中心地として発展していくテル・タイナト

（Tell Tayinat） 遺 跡 の 発 掘 成 果 は 注 目 さ れ る
（Welton et al. 2019）。また、現在のシリアでは、ラ
ス・エル＝バシト（Ras el-Bassit）遺跡などで継続
した活動が見られる（du Piêd 2008; Killebrew 2014: 
597）。テル・アフィス（Tell Afis）遺跡では破壊が
見られた後にもすぐに活動が再開し、土器などの文化
的な伝統も継続することがわかっている（Venturi 
2013, 2020）。
　現在のレバノンでは、紀元前 1200 年頃に壊滅した
/ 破 壊 さ れ た と 見 ら れ る 遺 跡 が 限 定 さ れ て い る

（Núñez 2017: 273; Millek 2023: 251）。例えば、サレ
プタ（Sarepta）遺跡では、後期青銅器時代から鉄器
時代にかけて破壊などの痕跡がなく継続した活動が見
られる（Anderson 1988）。このような状況は、東地
中海周辺地域一帯が時を同じくして壊滅的な被害を受
けたという見方への反証となる。
　現在のイスラエル・パレスチナにあたる地域では、
多数の遺跡が調査されていることもあり、特に多様な
状況が確認されている。例えば、テル・ケイサン

（Tell Keisan）遺跡の第 13 層では破壊層が見られ、
紀元前 1200 年頃のものだとされていたが、近年行わ
れた土器の検討によってその時期が紀元前 1150 年頃
に繰り下げられている（Millek 2023: 128, 290）。
　また、日本隊が調査を行なっているテル・レヘシュ

（Tel Rekhesh）遺跡では、破壊の痕跡がなく、物質
文化も継続性が見られることが明らかになっている

（小野塚 2022）。後述するフィリスティア（Philistia）
地域においては、これまで当該地域で見られなかった
特徴を持つ「ペリシテ文化」が色濃くみられるように
なる。
　なお、ベト・シャン（Beth Shean）、ディール・
エル＝バラ（Deir el-Balah）、テル・エル＝ファラ南

（Tell el-Farʿah South）、ヤッファ（Jaffa）などの遺
跡においては、紀元前 12 世紀に入ってもしばらくエ
ジプトの拠点として機能するとされる（Killebrew 
2014; Burke et al. 2017）。

エジプト
　エジプトは他地域と比べるとやや異なる様相を呈
し、当時の第 20 王朝が終わりを迎えるのは、ラメセ
ス 3 世と「海の民」との衝突から約 100 年後の紀元前
11 世紀に入ってからである。第 20 王朝の衰退を印象
づける出来事として、これまで支配下においていたレ
ヴァント地域南部からの撤退が挙げられるが、紀元前
12 世紀後半のラメセス 6 世の治世頃までは当該地域
に対する影響力を維持していたと考えられている

（Morris 2018）。また、規模は縮小しつつも遠征や王
墓などの建築活動はしばらく続いていた（Cooney 
2022）。なお、穀物価格の上昇や、労働者のストライ
キ、不作の発生といった事態が起きていた点も、徐々
に衰退の一途を辿ることを示すとされているが

（Franzmeier 2022）、注意も必要である。というの
も、これらの出来事が発生したことが窺える場所や、
それを裏付ける資料が出土している場所のほとんどが
テーベ周辺であり、この状況をどの程度エジプトの他
の地域にまで敷衍して考えられるのかについては慎重
な判断が求められるためである。

（3）構築された「崩壊」史観への批判
　以上のように近年の研究成果の進展によって、「崩
壊」という観点だけで語れない複雑な様相が明らかに
なってきている点や、壊滅したとされる遺跡の年代が
実際には誤っている事例がミレクの研究によってわ
かってきていることから、「後期青銅器時代の崩壊」
は研究者によって構築されてきたものであると指摘す
る声も上がるようになっている（Middleton 2022; 
Millek 2022b, 2023）。資料の原典や引用元の批判的な
検討がなされないままに「崩壊」を示す事例が引用に
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引用を重ねられてきたことや、パラダイムにとらわれ
て実際には年代が離れている事例を紀元前 1200 年

「頃」のものだとして結びつけていったことなどが、
その要因として挙げられている（Miller 2020: 240; 
Millek 2023: 271-288）。このような無批判に引用を重
ねていくことの問題は、後述する古代エジプト語史料
の解釈についても当てはまる。

4．「海の民」の問題
（1）「海の民」の誕生とメディネト・ハブのレリーフ
　「後期青銅器時代の崩壊」のイメージを強く印象づ
けたのが「海の民」の存在であり、後期青銅器時代か
ら鉄器時代への移行期の状況を考える上で注目を集め
て き た。 古 代 エ ジ プ ト 語 史 料 に 現 れ る ル ッ カ

（Lukka）、 シ ェ ル デ ン（Sherden）、 デ ニ エ ン
（Denyen）、 エ ク ウ ェ シ ュ（Ekwesh）、 シ ェ ケ レ
シュ（Shekelesh）、テレシュ（Teresh）、ウェシェ
シュ（Weshesh）、チェケル（Tjeker）、ペレセト

（Peleset）の計九つの集団が「海の民」としてまとめ
られており（Cline and O'Connor 2003: 111-116）、
いくつかの集団については他の言語で書かれた資料に
も現れるとされている（Adams and Cohen 2013）。
　ただし、古代エジプト語史料に「海の民」という言
葉が記されているわけではない。19 世紀に E. ド・
ルージェ（de Rougé）が ‘peuples de la mer’ とい
う言葉を用い（de Rougé 1855: 14）、その後、G. マ
スペロ（Maspero）の著作において ‘sea people’ が
使われた（Maspero 1896）。こうして、後世の研究
者によって作られた「海の民」という存在が広く知ら
れるようになり、ヨーロッパからエジプトにかけての
侵攻により東地中海周辺地域が壊滅的な被害を受け

「崩壊」に至るというストーリーが形成された。
　様々な資料が「海の民」の集団について言及するな
か、これまでの研究に最も影響を与えてきたのがメ
ディネト・ハブのレリーフである。しかし、先述の通
り、このレリーフに刻まれた内容がどの程度の信ぴょ
う性をもつのかについては、今もなお議論を呼んでい
る。こうした王室碑文は、プロパガンダ的性格が強
く、誇張が多分に混じった表現となっている可能性が
あることや、過去の王が残した碑文を模倣していると
する説などもあり、近年では多くの研究者が歴史資料
としての有用性について注意深い態度をとるように
なっている（Roberts 2009, 2015; Strobel 2013）。

（2）「海の民」を構成する集団の由来と影響
　「海の民」の由来については今もなお活発に議論が
行われているが、多くの集団の由来については見解の
一致を見ていないのが現状である（Jung 2017）。集

団名が地名と結びつくと想定されることが多く、様々
な説が提唱されており、近年では D. レッドフォード

（Redford）が包括的に検討を行なっている。ただ
し、例えば、シェルデンはサルデーニャ島に、エク
ウェシュはギリシャのアカイア（Achaia）に由来す
るとされることも多いが、単純に結びつけられるわけ
ではない（Redford 2018）。
　また、各集団を表す語からだけではなく、図像表現
からも推定が試みられている。古くから注目されてき
た衣装についての研究は現在も行われている（Van 
de Moortel 2020）。「海の民」が持つ剣を根拠にイタ
リアとの関連性を指摘されたり（Jung 2017: 31）、船
の表現などからはヨーロッパのウルネンフェルト文化

（Urnfield culture）と結びつけられたりすることも
ある（Wachsmann 1998: 137-138）。このように、
その由来についてはヨーロッパまで視野に入れられる
ことも多い一方で、アナトリアやレヴァント地域に求
める考え方もある（Ben-Dor Evian 2017: 278）。
　なお、九つの集団のうちのいくつかについては、メ
ルエンプタハやラメセス 3 世治世の記録が刻まれるよ
りも前の時代から文字資料に現れることがわかってい
る。例えば、シェルデン、デニエン、ルッカの三つに
ついては、紀元前 14 世紀のアマルナ文書で言及され
ているとされる（Adams and Cohen 2013）13）。シェ
ルデンについては、ラメセス 2 世の治世にはエジプト
の軍事組織に組み込まれ、ファイユーム（Faiyum）
地域に居住していたことが知られている（Emanuel 
2013）。少なくとも「海の民」の一部については、紀
元前 1200 年頃になって突如として姿を現したわけで
はなく、以前から東地中海周辺地域で認識されていた
存 在 だ っ た と い え る（Emanuel 2013; Mynářová 
2022; 近藤 2022: 49）。
　また、これらの集団のうちのいくつかは、エジプト
によってレヴァント地域南部に入植させられたと言及
されることがしばしばあるが、その解釈は見直される
必要があるだろう。この入植説の根拠として重要視さ
れているのが、ハリス・パピルス 1 と呼ばれる古代エ
ジプト語史料である。この史料では、「海の民」が捕
虜としてエジプトに連行され、彼らがエジプトの軍事
拠点におかれた旨が記されている。しかし、それが具
体的にどこだったのかは示されておらず、レヴァント
地域南部だと特定する内容は書かれていない（Barako 
2013: 37-39; Ben-Dor Evian 2017: 269-270; Koch 
2021: 77）。また、地名・集団名などといった様々なカ
テゴリーの名詞が列挙されていることで知られる「ア
メンエムオペのオノマステイコン（Onomasticon of 
Amenemope）」は、「海の民」がレヴァント地域南
部に住みついたことを示す根拠として言及される。こ
の資料では、アシュケロン（Ashkelon）、アシュドド
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（Ashdod）、ガザ（Gaza）の順に記された少し後に
シェルデン、チェケル、ペレセトが順に並ぶ。このこ
とから、この部分にレヴァント地域南部の状況が反映
されているとみなされがちである。しかし、レヴァン
ト地域南部の地名と「海の民」の集団名の間に書かれ
ている名称に鑑みると、それらを簡単に結びつけられ
るわけではないことがわかる（Koch 2021: 77-78）。
具体的にいうと、ガザとシェルデンの間にアッシリア
とスバルトゥ（Subartu）を示す可能性のある語が記
載 さ れ て お り（Gardiner 1947: 191-194; Hannig 
2015: 1182）、レヴァント地域南部だけのことを表し
ているわけではないと考えられる。なお、この点には
あまり触れられていないが、シェルデンに関しては原
典となるパピルスの写真を見ると、語の前半がほとん
ど欠損していることがわかる（Gardiner 1947: pl. 
X）。このパピルスの詳細な報告を行なった A. ガー
ディナー（Gardiner）が推測したシェルデンではな
く、別の語の可能性も捨てきれない点にも注意してお
く必要があるだろう。

（3）「海の民」の性格
　「海の民」と呼ばれることになった人々がどのよう
な性質の集団だったのかについても、様々な検討がな
されている。まず文字史料や図像資料に表現されてい
るような、暴力的 / 侵略的な側面を重視した考え方で
ある。彼らの支配領域を拡大するという意図や植民地
を作るためだったとする見解なども示されている（e.g. 
Kahn 2018: 184）。「海の民」が海と陸から東地中海
周辺地域を広範囲に渡って侵略していったとする古典
的 な 見 解 は、 近 年 に お い て も 示 さ れ る（e.g. 
Kaniewski et al. 2011）14）。また、海賊的な性格につ
いても注目されるようになっている（Hitchcock and 
Maeir 2014, 2016）。
　一方で、暴力的な側面に注目するのではなく、女性
や子供、動物を連れている様子から、彼らが移民や難
民であったとも考えられている（Cline 2018; Bryce 
2019: 261）。この移動の背景としては、気候変動や地
震によって本来の居住空間から離れざるを得なかった
という理由が想定されることが多い。しかし、気候変
動が理由とする説に対しては、なぜ敢えてより乾燥し
た地域に進んでいったのかという疑問も呈される

（Knapp and Manning 2016; Middleton 2022）。
　また、古代エジプト語で書かれた集団のリーダーを
表す語に注目した研究も行われており、特定の居住領
域をもたない流動的な集団であった可能性が指摘され
ている（Matić 2022）。
　以上のように、「海の民」の由来や性質をめぐって
は現在も明確な答えが出ておらず、その多くについて
は決定打に欠けており、まだ確定的な状況ではない。

このような状況で、「海の民」と強く関連づけられて
きたのが、紀元前 12 世紀になるとレヴァント地域南
部でみられるようになる「ペリシテ文化」である。次
章では主に「ペリシテ文化」に関する議論に注目し、

「海の民」が残したとされることの多い考古学的証拠
についてみていく。

5．「海の民」と「ペリシテ文化」
（1）ペリシテ人と「ペリシテ文化」
　レヴァント地域南部のフィリスティア地域では鉄器
時代になると、一見したところエーゲ海との結びつき
を感じられる製品や建築物が多く見られるようになる
ことが知られている。また、旧約聖書においては、現
在では一般的にクレタ島に比定されているカフトル

（Kaphtor）からやってきたとされるペリシテ人が、
上記の地域に居住していたと言及されている（創世記
第 10 章、エレミヤ書第 47 章、サムエル記）。そし
て、これらの点に加えて先述のペレセトにまつわる古
代エジプト語史料の解釈なども踏まえ、「海の民」、特
にペレセトがこの地域にやってきて、新たな文化であ
る「ペリシテ文化」が成立したとする見解がしばしば
示されるようになった。
　ペリシテ人が居住したとされる都市はペンタポリス
と呼ばれる。アシュケロン、アシュドド、テル・ミク
ネ / エクロン（Tell Miqne/Ekron）、テル・エッ＝
サフィ / ガト（Tell es-Safi/Gath）、ガザがそれにあ
たり、現在では、ガザ以外においては発掘調査による
成果が多数公表されている（Hitchcock 2022）。
　ペリシテ人やペリシテ文化の起源をめぐる議論はこ
れまで絶えず行われてきた。例えば、旧約聖書に記さ
れたゴリアテ（Goliath）やセレン（Seren）といっ
た語に注目した検討などがあるが（Niesiołowski-
Spanò 2016）、未だ見解の一致を見ていない（Maeir 
et al. 2016）。また、ごくわずかに出土している文字
史料についても、エーゲ海周辺地域で使われていた線
文字との関連が指摘されることがあるが、実際には東
地中海周辺地域の様々な要素がみられるため、特定の
起源を想定するのは難しいとされる（Davis et al. 
2015; Maeir 2022b）。こうした状況において重要とな
るのが、「ペリシテ文化」を特徴づけるとされる考古
資料である。

（2） 「ペリシテ文化」は特定の集団・地域に由来する
のか

　「ペリシテ文化」を特徴づけるとされるのは、「ペリシ
テ土器」、ライオンの頭を模した容器、いわゆるアシュ
ドダ土偶（Ashdoda figurine）、織機に用いる錘、調
理用土器といった遺物や、ギリシャで見られたメガロ
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ン建築や炉などといった遺構である（Killebrew 2005; 
Wylie and Master 2020）これらの考古遺物は T. ド
タン（Dothan）によって包括的に研究され（Dothan 
1982）、この成果がその後の研究に大きく影響を与え
てきた。
　「ペリシテ文化」の成立をめぐっては、これまで特
定の地域からの移民や伝播を想定されることが多かっ
た。ドタンや A. ヤスル＝ランダウ（Yasur-Landau）
は、それぞれのモノグラフにおいて包括的な検討を行
い、エーゲ海からの移民を想定する見解を示した

（Dothan 1982; Yasur-Landau 2010）。 ま た、A. キ
ルブルー（Killebrew）は、キプロス島に関連する要
素が多く見られるとし、キプロス島をその候補として
重視した（Killebrew 2005）。
　「ペリシテ文化」の起源を考える上で古くから注目
を集めてきたのが「ペリシテ土器」である。このう
ち、 ペ リ シ テ 1 式 土 器 / ペ リ シ テ 単 彩 土 器

（Monochrome）の生産がいつから始まるのかという
点については、活発に議論が行われている（Asscher 
et al. 2021; Levy et al. 2022）。現在では発掘調査の
進展により、例えば、テル・エッ＝サフィ遺跡では、
紀元前 13 世紀にペリシテ土器が生まれる可能性が指
摘されている（Asscher et al. 2015）。
　ペリシテ土器は、一見するとミケーネ IIIC 式土器
との結びつきが強く感じられる。しかし、ミケーネ土
器 は、LH IIIB 期 ま で は ギ リ シ ャ の ベ ル バ テ ィ

（Berbati）遺跡で主に生産され広く流通していたの
に対し、LH IIIC 期になるとここで作られた個体の輸
出量が減少し、その一方でキプロス島製のものが広く
流通することが胎土分析から明らかになっている

（Mountjoy 2020; Zuckerman et al. 2020）。そのた
め、ミケーネ土器と類似するといっても、実際には単
純にペリシテ土器とエーゲ海周辺地域とを直接結びつ
けることは難しい。
　また、ペリシテ 1 式土器の段階において、ギリ
シャ、クレタ島、キプロス島といった様々な地域に由
来する要素が含まれていることも指摘されている

（Mountjoy 2017: 366, 2018: 1249-1265）。器形に関し
て、ペリシテ土器で見られるレパートリーがミケーネ
土器のものよりも限定的である点、キプロス島由来の
器形が存在する点、レヴァント地域在地で作られてい
た器形が含まれている点が注目される（Mountjoy 
2018: 1247-1248; Stockhammer 2019; Maeir 
2022b）。このような事実から、エーゲ海との結びつ
きを裏付ける証拠として見られてきたペリシテ土器
は、実際にはエーゲ海と直接には結びつけることが難
しくなっている。そして、ペリシテ土器に限らず、その
他の遺物や遺構についても、ギリシャ、クレタ島、アナ
トリア、キプロス島、そして在地の要素が見られること

が わ か っ て い る（Killebrew 2005; Meiberg 2013; 
Ziffer 2018）。
　「ペリシテ文化」を特徴づける遺物からだけではな
く、当時の食生活からその起源を検討しようとする試
みも行われてきた。特に、豚肉の消費傾向は集団の違
いを認識できる要素とみなされることが多く注目を集
めている。近年の研究では、後期青銅器時代にはレ
ヴァント地域南部では豚肉の消費はあまり見られない
のに対し、鉄器時代になるとフィリスティア地域で豚
肉の消費量が増加し、それ以外の地域とは有意な差が
生まれることが指摘されている（Faust 2018）。こう
した研究成果は、鉄器時代に新たな人々がやってきた
証拠とされることもある。
　一方で、こうした解釈に対して慎重な立場をとる研
究者も多い。大きな問題は 2 点あり、一つ目は、豚肉
の消費は東地中海周辺を含め様々な地域で行われてい
たため、豚肉の消費傾向によって「ペリシテ文化」の
由 来 を 特 定 す る こ と は 難 し い と い う 点 で あ る

（Killebrew 2005: 219）。二つ目は、フィリスティア
地域内でも遺跡によって傾向に違いがあり、さらに時
代が下り鉄器時代 IIB 期になるとイスラエル王国の領
域でも豚肉の消費が増えることが明らかになっている
点である（Sapir-Hen 2019）。そのため、豚肉の消費
傾向と集団の差異を結びつける考え方の有効性に疑問
が投げかけられている（Price 2020）。
　また、鉄器時代になるとフィリスティア地域で外来
の植物が現れるようになるという研究が発表されてお
り、これもしばしば人の移動と関連づけられているが

（Frumin et al. 2015; Frumin 2022）、いわゆる「土器
＝人」論法が危ういように、必ずしも移民を想定する
必要があるわけではないとする意見もある（Maeir 
2022b）。
　こうしたなか、アシュケロン遺跡出土の青銅器時代
及び鉄器時代の人骨から得られた古代 DNA の分析も
近年行われ、初期鉄器時代にヨーロッパとの繋がりを
示す人間が現れたことを示す結果が報告された

（Feldman et al. 2019）。しかし、このデータからペ
リシテ文化を考える上での問題点も指摘されている。
具体的には、サンプル数が限られていること、そして
現状利用できるのが鉄器時代 I 期の新しい段階（もし
くは II 期の可能性もある）の資料が主体となってい
るため、「ペリシテ文化」の起源を考えるうえで直接
的に関係しているわけではないことなどが挙げられる

（Knapp 2021: 45-55; Maeir 2022a: 196）15）。

（3）いかにして新たな「文化」が生まれたのか
　これまでペリシテ文化の成立を考える際は、特定の
地域からの移民を想定することが多かったが、第 2 節
でみたように、特定の地域には求めづらい複雑な様相
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が明らかになっている。「ペリシテ文化」の成立を考
える上で移民を想定しない考え方は以前から存在し、
特に S. シェラット（Sherratt）が提唱した、ミケー
ネ IIIC 式土器に似た在地土器の生産は当時の交易活
動が背景となって生まれたという説が注目を集めた

（Sherratt 1998）。近年 B. ナップ（Knapp）も「ペリ
シテ文化」の成立に関して「移民派」の提示する根拠
に疑問を呈し、「移民神話」（migration myths）と批
判している（Knapp 2021）。
　とはいえ、多かれ少なかれ人の移動が作用したこと
を前提とする見解は現在でも多い。しかし、これまで
の説とは異なるのが、文化移入（transculturation）、
エンタングルメント（entanglement）といった概念
に基づいていることで、特定の集団や地域にその由来
を求めるのではなく、様々な人や要素が関わり合うこ
とによって「ペリシテ文化」が生まれたとされる

（Hitchcock and Maeir 2013; Stockhammer 2018, 
2019; Maeir 2022b）。もし「海の民」のペレセトが実
際にフィリスティア地域に定住していたとしても、そ
の他の様々な人や要素との関わりあいの中で発生した
と考える方が自然かもしれない。
　また、ミケーネ IIIC 式土器に影響を受けていると
みられる土器の生産は、フィリスティア地域以外のレ
ヴァント地域やアナトリア南方の沿岸部でも行われて
いたことが明らかになっている。アナトリアでは、キ
リキア（Cilicia）のタルスス（Tarsus）遺跡やキネ
ト・ホユック（Kinet Höyük）遺跡などにおいてそ
のような土器が出土しているという事実から、この地
域にも「海の民」が移住したと指摘されることがある
が、考古資料からは移民の存在はほとんど見出せない
と い う 意 見 も あ る（e.g. Lehmann 2017: 247）16）。
フィリスティア地域の状況に加え、近年明らかになっ
たこのような例を踏まえると、ミケーネ IIIC 式土器
に影響を受けた土器の生産は、当時の東地中海周辺地
域の広範囲で共通してみられる現象として、特定の地
域からの移民や伝播といった考え方にとらわれずに検
討していくべきかもしれない（Routledge 2017）。

6．「崩壊」と「海の民」を越えて
　本稿では、後期青銅器時代から鉄器時代への移行期
に関する研究について、「崩壊」と「海の民」のキー
ワードに注目して近年の研究動向を概観し、従来のパ
ラダイムでは説明できない複雑な様相が明らかになっ
てきていることを確認した。最後に、本稿で確認した
議論についてまとめつつ、今後の課題と展望を述べる。
　まず「崩壊」に関してである。「崩壊」の要因に関
する研究は今も行われているが、どの要因がどの程度
実際に影響したのかについては明らかでないことも多

く、研究者間で意見が大きく分かれるものも多い。こ
のような状況で、今もなお行われる主要因を特定しよ
うとする試みに意味があるのかについては疑問も示さ
れている（Maran 2022b: 241-242）。まずは、小野塚
が指摘するように「各遺跡の『高解像度』の調査にも
とづく居住史」の復元を進め（小野塚 2022: 39）、そ
の蓄積をもって当時の東地中海周辺地域の大きな歴史
を復元していくべきであろう。
　そして、ミレクが行ったような破壊の痕跡に関する
再検証や、これまでの解釈を再検証する動きは、今後
も行われていくべきである。そのためには、十分な報
告がなされていない発掘成果の公開も必須となるだろ
う。また、発掘調査報告書などの文献ベースによる再
検証はもちろんのこと、学際的な研究による検証も引
き続き重要となる。例えば、本稿で扱ったギリシャに
おける地震説の再検証のような研究は、地震によって
壊滅したとされる他の地域の遺跡でも活用することが
できるのではないだろうか。また、自然災害に加え、
人為的な破壊と思われる証拠の検証も待たれる。例え
ば、ティリンス遺跡ではエリート層の活動領域が火災
にあっていることから、ここをターゲットに放火され
ていると解釈されることがある。しかし、意図的な放
火の結果ではなく、建築物の構造上の問題や風の流れ
の影響である可能性もあり、一概に人為的なものだと
は言い切れないという見解が示されている（Maran 
2022b）。こういったことを検証する研究はまだ行わ
れておらず、検討すべきことは数多く残されていると
いえる。学際的な研究は、当該期の状況を明らかにす
る上で今後も大きな成果を生むだろう。
　ギリシャの宮殿、ヒッタイト、ウガリトなど、これ
まで大きな存在感を放っていた存在が相次いで力を
失ったという点では、紀元前 12 世紀頃が大きな転換
点となったことは間違いない。しかし、歴史記述には
様々な階層からの視点が存在することを今一度確認し
ておきたい。たしかに上述の政体はこの時期に立ち行
かなくなったが、そういった政体の影響を受けない部
分ではこれまでの生活が継続し、むしろ発展が見られ
たり新たな勢力が勃興したりする状況も見られた。交
易活動に関しても、アマルナ文書に見られるような支
配者間での贈与交易や、LH IIIB 期までのミケーネ土
器のような特定の地域に由来する製品の大規模流通な
どの痕跡はたしかに見えなくなる。しかし、それでも
地域間のネットワークは完全には断絶せず、様々なも
のの移動が継続していた。当時の状況は、G. カウギ
ル（Cowgill）のいうように「崩壊」ではなく「政治
的 分 散 化 」（political fragmentation）（Cowgill 
1988: 256）と表現した方が適切かもしれない。これ
まで語られてきた破局的なイメージの多くはある一面

（特に政体や権力の側面）に着目したものが多かっ
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た。実際に当時起きていた状況を語る上では、権力を
持たざる大多数の人々の状況についてもみていく必要
があるだろう。
　また、「崩壊」の要因や新たな物質文化が生じる背
景を語る際に「海の民」の存在が重視されてきたが、
この存在についても未だその実態の多くが明らかに
なっていない。「海の民」の中でも特にペレセトの定
住が契機となって生まれたとされてきた「ペリシテ文
化」については、現在では人の移動を前提とする考え
が多いものの、特定の集団や地域を想定せず、複雑な
プロセスで生じたと考える立場の研究も増えてきてい
る。このような状況のなかで、「古代エジプトの人々
が認識していたペレセト」「当時実際にフィリスティ
ア地域で生活していた人々」「旧約聖書が描写するペ
リシテ人」が同一であると考えることの意味や妥当性
については再考の余地があるのではないだろうか。
　そして、様々な変化を「海の民」の存在で説明する
ことの問題点として、当時の人の移動や技術の接触の
様相に関する状況が単純化されてしまうという点も挙
げられる。ことは恐らくもっと複雑で、実際に当時移
民があったとしても「海の民」とは異なる集団だった
可能性も大いにあるだろう。「海の民」は便利な概念
ではあるが、変化の要因を安易に「海の民」に求めて
も、何も説明していないことと同じにならないだろう
か。また、「海の民」のような人々は後期青銅器時代
末に突如として活発化したわけではなかった。例え
ば、アマルナ文書で言及されているルッカは、紀元前
14 世紀の段階でアラシヤを悩ませる存在だったこと
が窺える（Moran 1994: 111-112; Rainey and 
Schniedewind 2015: 350-353）。後期青銅器時代末の
文字資料のインパクトに引きずられず、長期的な視野
で当時の人の移動や関わりについて検討していく必要
がある。
　残念ながら、現在利用できる文字史料は数に限りが
あり、中にはその信ぴょう性に疑問符がつくものもあ
る。こういった史料のマキシマムな解釈は、往々にし
て人々の心を強く惹きつけ、やがてそれがパラダイム
や定説となりがちである17）。本稿で扱った時代につい
ても、こういったプロセスによって、出土資料などの
解釈が方向づけられてきた面も否めない。いうまでも
なく、文字史料から歴史を検討する際には史料批判が
重要である。実際に起きた出来事のうち、文字に記録
されたものはごくわずかであるため、限られた記録に
よってパラダイムが形成されることの問題点は認識さ
れておくべきだと考える。
　こうした状況の中で、当時実際にどのようなことが
起きていたのか明らかにするには、毎年のように豊富
に出土・検出される考古資料にいかに口を開かせるか
が鍵となる。冒頭で述べた通り、本稿で扱ったテーマ

については毎年膨大な研究成果が蓄積されており、今
後もますます資料は増加する。古典的なパラダイムに
とらわれない柔軟な分析・解釈によってこそ、当時の
東地中海周辺地域について、より実態に沿った歴史を
語ることができるようになるだろう。
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註
1 ） 後期青銅器時代のギリシャには、宮殿（palace）と呼ばれ

る行政センターを中心とした政体があったことが想定され
ている。宮殿はいくつか存在しているが、それぞれの宮殿
を中心とする複数の政体が存在したのか、それとも特定の
宮殿を中心とする統一国家が存在したのかについては現在
も議論が続いている（Dickinson 2019; Kelder and Waal 
2019; 土居 2022）。

2 ） 2021 年には改訂版が出版された（Cline 2021）。この改訂
版出版を受けて、Journal of Eastern Mediterranean 
Archaeology and Heritage Studies 誌の第 10 号第 2 巻

（2022 年）でフォーラムが掲載された。なお、続編となる
After 1177 B.C.: The Survival of Civilizations. がプ
リンストン大学出版局から 2024 年に刊行予定である。

3 ） 例えば次の文献が挙げられる。内田 2007: 198-199; 長谷川 
2013: 126-128; 馬場 2017: 165-166; 河合 2021: 210-211; 間
舎 2022: 532; 日本西アジア考古学会　西アジア考古学講義
ノート編集委員会編 2022: 47-48, 74; 山崎・五十嵐 2023: 
78-79。

4 ） 特に帝国書院版において顕著である（桃木ほか 2023: 
61）。また、定評ある山川出版社の用語集では「海の民」
が重要語として登録されている（全国歴史教育研究協議会
編 2023: 9）。

5 ） 2010 年以前の研究成果については Cline 2014 や Knapp 
and Manning 2016 で多く取り上げられている。なお、後
者の研究成果は、本稿で扱う内容と通ずるところがある。
しかし、この 10 年弱の間でも研究が大幅に進展しており
更新が必要とされる。この更新を行うことも、本稿の目的
の一つである。

6 ） クラインは『1177 B.C.』において単一要因説を避け、複
合的な要因によるシステム崩壊説を打ち出したが、その改
訂版において、様々な要因の中でも気候変動が主要因であ
るとする旨の記述を追加し、（Cline 2021: 179）、近年発表
された論考においても気候変動を重視する立場をとるよう
になっている（Cline 2023）。

7 ） ボアズキョイ遺跡で出土した文字史料の再検討では、この
時期の記録にヒッタイト衰退を明確に示すものはみられな
いとする研究成果もある（Miller 2020）。

8 ） アルザワについては、アナトリア西部のエーゲ海に面した
地域に位置することはわかっているが、具体的な位置はま
だ定まっていない状況である（Gander 2017）。コーデに
ついては、シリアを想定する見解が近年示されている。

（Simon 2011）。アラシヤはキプロス島にあった政体と結び
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つけることでほぼ見解の一致を見ているが、その同定に対
して慎重な立場をとる研究者もいる（e.g. Gilbert 2017）。

9 ） このほかにも、ハピルやアピルのように表記される場合も
ある（Grabbe 2017: 25-26）。

10） ただし、鉄器利用が卓越するという実態を伴っているわけ
ではなく、「真の鉄器時代」と呼べる時期に移行するには
時間がかかる（Hodos 2020; 津本 2021）。

11） また、本稿執筆時点でも後期青銅器時代から鉄器時代に移
行する時期のレジリエンスに関する複数の論集の刊行が予
定されている（Yasur-Landau et al. eds. forthcoming; 
Masetti-Rouault et al. eds. forthcoming）。

12） レジリエンス理論に関しては阿部・モハーチ 2022 で簡潔
にまとめられている。本稿での訳語もこの文献に拠った。

13） 具体的には、EA38・EA81・EA122・EA123・EA151 に記
載がある（Moran 1992: 111-112, 150-151, 201-202, 238-
239; Rainey and Schniedewind 2015: 350-353, 482-485, 
640-643, 762-767）。

14） こうした想定の背景にある思想についても考察が行われて
いる。ヨーロッパ中心史観ないしギリシャ中心主義

（Hellenocentrism）が反映されているとする見解が提示
さ れ て い る 一 方 で（Silberman 1998; Killebrew 2014: 
596）、これとは逆に近代のバルカン半島情勢が反映された
結果、野蛮な集団としての印象づけが行われたとする意見
もある（Matić and Franković 2020）。

15） DNA 分析で得られた結果とエスニシティや文化とを結び
つけることの危険性についても近年警鐘が鳴らされてお
り、注意が必要である（Kristiansen 2022; Maran 2022a）。

16） また、テル・タイナト遺跡における近年の調査によってミ
ケーネ IIIC 式土器の在地生産品が多く出土しているこ
と、そして鉄器時代にこの地を支配していた王国がパリ
シュティン（Palistin）と呼ばれていた可能性があり、ペ
リシテと類似する指摘されていることから、旧約聖書に現
れる地域だけでなく、レヴァント地域北部にもペリシテ人
が存在していたのではないかという説が出されるように
なっている（Janeway 2008, 2017; Hawkins 2009, 2011; 
Weeden 2013）。しかし、パリシュティンとペリシテの関
連づけを疑問視する声もある（Maeir 2022a）。

17） こういった事例は他でもみられ、筆者自身以前に検討を
行っている（Arimura 2022）。
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